
　

武
豊
町
発
展
の
た
め
に
貢

献
し
て
い
る
町
内
企
業
の
事

業
内
容
を
、
町
議
会
と
し
て

知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
町
内
企
業
の
視
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
11
日
に
、
現
在
建
設

中
の
、
中
部
電
力(

株)

武
豊
火

力
発
電
所
５
号
機
お
よ
び
衣

浦
１
号
地
最
終
処
分
場
の
工

事
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
会
議

室
に
て
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
建
設

工
事
の
行
程
や
工

事
状
況
・
工
事
工

法
・
工
事
に
伴
う

環
境
対
策
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

視
察
で
は
、
あ

い
に
く
の
雨
の
た

め
、
バ
ス
か
ら
の

視
察
と
な
り
ま
し

た
が
、
騒
音
・
振

動
対
策
の
巨
大
な

防
音
壁
、
低
騒

音
・
低
振
動
杭
打

機
や
独
自
に
防
音

シ
ー
ト
を
巻
い
た

杭
打
機
。
粉
じ
ん
対
策
で
は
、

防
塵
シ
ー
ト
設
置
や
構
内
道
路

の
常
時
散
水
・
運
搬
車
両
の
タ

イ
ヤ
洗
浄
プ
ー
ル
・
泥
落
と
し

装
置
な
ど
、
地
域
住
民
へ
の
気

遣
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
工
事
着
工
よ
り
約

半
年
、
工
事
進
捗
率
は
約
３
％

程
度
で
す
が
、
２
０
２
２
年
の

供
用
開
始
に
向
け
順
調
に
進
ん

で
い
ま
し
た
。
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去
る
７
月
４
日
町
内
に
あ
る

知
多
太
陽
光
発
電
所
・(

株)

キ

ナ
ン
と(

有)

知
多
エ
ッ
グ
Ｇ
Ｐ

セ
ン
タ
ー
の
２
社
を
視
察
し
ま

し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下

の
通
り
で
す
。

知
多
太
陽
光
発
電
所(

株)

キ
ナ
ン

　

武
豊
町
北
部
の
高
台
に
広
が

る
土
地
20
万
㎡
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
般
家
庭
で
約
４
０
０
０
世

帯
分
、
パ
ネ
ル
数
約
５
・
６
万

枚
の
見
渡
す
限
り
の
パ
ネ
ル
は

見
事
な
風
景
で
し
た
。

　

山
を
削
っ
て
の
パ
ネ
ル
設
置

で
あ
る
の
で
、
雨
水
対
策
用
の

遊
水
池
を
設
け
た
り
、
野
鳥
に

よ
る
被
害
の
対
策
に
配
慮
し
て

い
ま
す
。

知
多
エ
ッ
グ
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー

　

武
豊
町
北
部
の
常
滑
市
に
近

い
所
に
、(

有)

知
多
エ
ッ
グ
が

あ
り
、
こ
の
一
角
に
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
計
画
に
よ
り
建
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

知
多
エ
ッ
グ
で
は
現
在
35
万

羽
を
養
鶏
し
43
万
羽
ま
で
増
や

す
予
定
で
す
。

　

Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
で
は
自
社
鶏

卵
以
外
に
、
知
多
半
島
に
あ
る

採
卵
業
者
も
希
望
に
よ
り
受
入

れ
、
輸
送
コ
ス
ト
削
減
を
図
る

事
が
で
き
ま
す
。

　

鶏
の
飼
育
か
ら
採
卵
、
パ
ッ

ク
詰
め
、
出
荷
ま
で
一
貫
体
制

を
整
え
、
農
林
水
産
省
の
推
奨

す
る
、
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
認

証
を
取
得
し
、
生
産
性
向
上
、

適
切
な
飼
養
衛
生
管
理
を
実
行

し
て
い
ま
す
。

　

29
万
個
の
卵
を
毎
日
出
荷
し
、

安
心
・
安
全
で
、
お
い
し
い
卵

を
で
き
る
限
り
早
く
食
べ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

武豊町議会
知多太陽光発電所・知多エッグＧＰセンター

武豊町議会　
中部電力㈱武豊火力発電所５号機建設現場　　

▲ 中部電力㈱武豊火力発電所視察風景

▲ 知多エッグGPセンター視察風景

視察視察
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７
月
11
日
に
兵
庫
県
播
磨
町

議
会
よ
り
議
会
広
報
公
聴
常
任

委
員
会
の
み
な
さ
ん
が
来
庁
さ

れ
ま
し
た
。

　

事
前
に
い
た
だ
い
て
い
た
質

問
を
も
と
に
、
本
町
の
特
徴
で

あ
る
「
翌
月
15
日
発
行
（
12
月

議
会
を
除
く
）
」
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
中
心
に
、

紙
面
割
り
や
担
当
割

り
、
校
正
回
数
、
フ

ル
カ
ラ
ー
印
刷
で
の

予
算
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
よ
り
多

く
の
方
に
読
ん
で
い

た
だ
く
工
夫
と
し
て
、

表
紙
の
写
真
に
は
内

容
に
関
連
す
る
も
の

を
選
定
し
て
い
る
こ

と
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
、

住
民
の
声
、
Ｑ
＆
Ａ

な
ど
に
つ
い
て
。
読

み
や
す
さ
に
つ
い
て

は
、
字
の
大
き
さ
や

フ
ォ
ン
ト
、
色
な
ど

は
で
き
る
限
り
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
、
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

播
磨
町
の
皆
さ
ま
は
前
日
に

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
町
村

議
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
研
修
に

参
加
さ
れ
て
い
た
の
で
、
内
容

に
つ
い
て
情
報
を
い
た
だ
き
、

よ
い
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

７
月
18
日　

神
奈
川
県
厚
木

市
「
ぼ
う
さ
い
の
丘
公
園
」

　

７
月
19
日　

静
岡
県
吉
田
町

「
防
災
公
園
・
北
オ
ア
シ
ス

パ
ー
ク
」

　

野
菜
茶
業
研
究
所
跡
地
に
防

災
機
能
を
備
え
た
総
合
公
園
を

整
備
す
る
こ
と
か
ら
、
先
進
機

能
を
備
え
た
防
災
公
園
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

両
施
設
と
も
管
理
棟
の
ほ
か
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
備
蓄
倉

庫
、
耐
震
性
貯
水
槽
を
備
え
て

お
り
、
施
設
管
理
は
外
部
へ
委

託
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
の
維
持
管
理
費
や
来
場

者
の
推
移
、
想
定
避
難
者
数
に

対
す
る
ト
イ
レ
や
備
蓄
品
の
数

量
設
定
の
考
え
方
な
ど
を
学
び
、

町
が
進
め
る
公
園
整
備
構
想
に

も
大
変
役
立
つ
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

７
月
19
日　

愛
知
県
長
久
手
市

「
卯
塚
墓
園
」

　

少
子
化
、
核
家
族
化
な
ど
で
、

近
年
話
題
と
な
っ
て
い
る
合
葬

墓
（
樹
木
葬
）
に
つ
い
て
、
県

内
で
唯
一
の
公
共
墓
園
樹
木
葬

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

市
外
か
ら
の
申
し
込
み
を
可

能
に
し
た
こ
と
か
ら
、
申
し
込

み
が
急
増
し
て
お
り
、
新
た
な

整
備
計
画
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

使
用
料
設
定
の
根
拠
や
市
民

の
反
響
、
事
前
に
利
用
者
に
説

明
す
る
使
用
ル
ー
ル
や
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
管
理

者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
武
豊

町
や
す
ら
ぎ
の
森
墓
園
の
今
後

の
あ
り
方
に
、
大
変
参
考
と
な

る
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

建設経済委員会
防災公園の整備手法・合葬墓（樹木葬）の運営

議会だより特別委員会
兵庫県播磨町議会が視察のため来庁

▲ 兵庫県播磨町議会視察風景

▲ 愛知県長久手市「卯塚墓園」


